



























































































































れて来 られた者の息子｣)ばか りでな く､
chelule(｢連れて来られた老｣)と呼ばれる人物
が少なからず存在する｡
女性の地位の限界
確かに､女性が婚入と共に夫の氏族に移籍-
編入され､それと同時に擬似子称を与えられる
点でも (連載第33､34､35回)､また家財産制に
よって半ば経済的な自立を望まれる点でも (逮
載第34､37回)､キブシギスの女性の地位は構
造的に高いと言える側面を持っている｡
しかしながら､父称においてばかりでなく､
祖霊名においても女性の個人名が記念されて受
け継がれて行く事はない｡つまり女性は､比較
的女性に寛大な構造を持つキブシギス社会で
あっても､それが父系原理によって統合される
社会である以上､せいぜい ｢内なる他者｣とし
ての地位を確保するに止まると言えるだろう｡
以上の事情は､キブシギスには女性を始祖と
する氏族やその分肢が少なくない事実と､それ
らが他の多くの氏族とは異なって､始祖名に因
む名称を持たない事を同時に説明する｡女性が
交換の客体であるがゆえに家内的な存在であり､
男性がその主体として公的な存在であるという
大きな枠巌みは､まだ動いていないのだ｡
(こんま とおる 神奈川大学)
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